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 平成２６年からスタートしたおばらみらいプランも前期計画の５年が経過しました。この

間、その計画に位置付けられた事業に沿ったわくわく事業団体始め各種団体の献身的

活動により、少しずつではありますが目指すまちづくりに向かって着実に前進してまいりま

した。しかしながら、少子高齢化の波は止むことはなく新たな地域課題も顕在化しつつあ

ります。 

 私たち小原地域会議では、後期計画策定に向けアンケートや様々な団体・グループか

らのヒアリングを通して、地域の課題を集約・共有化すると共にまちづくりの目指すべき方

向性について議論を重ねてまいりました。その集大成として、ここに「おばらみらいプラン

後期計画」を提示させていただく運びとなりました。 

 ようやく後期のスタート地点に立てたということで、これから目指す将来像に向かって各

種取組を実践して行かなくてはなりません。「共感なきところに行動なし」と言われます

が、この「おばらみらいプラン後期計画」は地域住民の多くの皆様方に十分共感していた

だけるものと確信しております。「小原を良くしたい」という思いは誰一人変わることはない

はずであり、一人ひとり自分に何が出来るかを考え行動していこうではありませんか。 

最後に、地域の皆さんが先ずは元気であることが活力ある里山おばらを築く上で欠か

せません。皆様のご健勝を切に願うとともに、引き続いてのご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

 平成３１年 ３月 

 

小原地域会議会長 間瀬 正行  

 



- 2 - 

 

 

～過疎化に負けないまちへ ～ 

おばらみらいプラン策定の経緯 

小原地区では、人口の減少や高齢者の増加、農

地や森林の荒廃といった多くの課題を抱えています。

こうした状況の中で、「美しい里山おばら」を次世代に

つなぐためには、私たち地域住民が主体となって、地

域課題に立ち向かう意識を持ち、協力し、実際に行

動することが必要です。 

そこで、地域（住民、集落、各種団体等）や支所な

ど、様々な主体が同じ方向を向き、それぞれの立場

で取り組むことができるよう、2013年度（平成25年度）

に今後の 10 年間のまちづくりの方向性をまとめた「小

原地区まちづくり計画（愛称）おばらみらいプラン」を策

定しました。 

 

～ 地域住民と共有する まちづくりの道しるべ ～ 

おばらみらいプランの概要 

おばらみらいプランは、小原地区が目指すまちづくりの方向性を明確にし、その実現に向けた取組を

地域の様々な主体が共有して進めるための計画です。その内容は、まちづくりの基本理念や目標とす

る将来像を示した「基本構想」と、具体的な行動内容をまとめた「前期・後期計画」の 2 種類の計画で

構成されています。 

現在、小原地区では、このおばらみらいプランを地域住民共通の「道しるべ」としながら、地域と行政

の共働のまちづくりを進めております。 

 

 

おばらみらいプランの概要 

基本構想（10年間） 

前期計画 後期計画 

計画期間 

基本構想（10年間） 

前期計画 後期計画 

計画期間 

基本構想 

前期計画  

後期計画  

 

小原地区まちづくり計画 

 おばらみらいプラン  

 

■基本構想 

まちづくりの考え方や目標とするま
ちの姿をまとめた 10年間の計画 

■前期・後期計画 

具体的な取組内容をまとめた 5

年ごとの計画 

【 】 

～踏み出そう みんなの力で～ 

みんなの和で 元気な暮らし 未来につなぐ 里山おばら 

①  

②  

③  
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～ 人口や高齢化の状況 ～ 

小原地区の人口・高齢化率の推移 

小原地区では、この 5年間で 337人（8.4％）

の人口が減少したほか、65 歳以上の高齢化率

も 4 ポイント上昇しております。 

その要因としては、生まれた子どもの数よりも

亡くなった人の数が上回る自然減によるものが

大きく、少子高齢化の影響が急速に進んでいる

状況にあります。 

このままの状態で推移した場合の10年後、20

年後の人口は、大幅に減少することが予測され、

地域の支え合い活動の低下や里山景観の喪失、

伝承文化の衰退など、まちづくりへの影響が懸念

されています。 

 

～ アンケート結果 ～ 

地域住民が捉える地域課題 

地域課題に関するアンケート結果では、多くの住民が

「豊かな自然環境の保全」や「獣害対策の強化」と答えて

います。また、「若年層の定住促進策の拡充」、「空き家

や耕作放棄地の対策強化」といった項目も非常に高くな

っており、多くの住民が捉える地域課題として対策を検討

する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎各年度の人口の動き               （単位：人） 

 人口動態 

合 計 △ 52 △ 82 △ 69 △ 48 △ 86 

  自然増減 △ 57 △ 78 △ 41 △ 50 △ 74 

  社会増減 5 △ 4 △ 28 2 △ 12 
 ※自然増減：生まれた人と亡くなった人の数の差 

 ※社会増減：転入した人と転出した人の数（市内転居含む）の差 

4,014  3,962  3,880  3,811  3,763  3,677  

34  35  36  37  38  38  
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総人口 

高齢化率 

4月1日現在 

人 ％ 

◎人口・高齢化率の推移 

小原地区の取り巻く課題 

アンケート結果は、全21 項目の地域課

題のうち、「思う」「どちらかといえば思

う」と答えた割合の多い項目です。 

◎地域課題に関するアンケート結果    （単位：％） 

地域の課題認識が高い項目（上位 10 項目） H29 

豊かな自然環境の保全 66.4 

鳥獣害対策の強化 61.9 

若年層の定住促進策の拡充 59.8 

空き家や耕作放棄地の対策強化 59.8 

公共交通機関の充実 56.5 

郷土の歴史・伝統・文化の保存と再生 55.4 

観光によるまちづくりの推進 54.4 

生活道路・交通をスムーズにすること 52.2 

農業・農地を保全すること 48.9 

住民同士の交流の場や機会の拡充 48.9 

※H29年度地域自治システム評価アンケート結果 

《 参考 学術研究資料より 》 

過疎化（集落の限界化）プロセス 

 人口・世帯数の絶対数が減少することによ
り「人の空洞化」が進み、それに伴って、農
林地などの資源管理機能が低下する「土地
の空洞化」や住民同士の生活扶助を行う機
能が衰退する「むらの空洞化」が起こる。こ
れに伴って、住民にあきらめ感が広がる「誇
りの空洞化」が進むようになる。 

こうした一連の負のスパイラルにより、地域
や集落の限界化が進むと考えられている。 

人の空洞化 
人口・世帯数の減少 
独居世帯・高齢者世帯の増加 

 

土地の空洞化 
むらの空洞化 

農地・森林の荒廃化 
伝統文化・景観の喪失 
支え合い活動の低下 

 

誇りの空洞化 あきらめ感の広がり 
地域に対する誇りの喪失 

 
集落の限界化・消滅 
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～前期 5か年の取組効果の検証 ～ 

小原地域会議による状態評価 

これまでの事業の実績や活動団体へのヒアリング結

果（Ｈ29年度実施）、地域の状況（各種データ）、アンケ

ート結果等を踏まえ、小原地域会議により目指す将来

像と現在の小原の状態を比較・検証しました。 

将来像 検証のポイント 
状態評価 

評価 理由（コメント） 参考データ 

将
来
像
１ 

①移住者の受入体制が充

実している 

②若者の移住が進んでいる 

③若者が地域の担い手と

して活躍している 

〇 

・若者主体の組織の設立があり、活動が見

られるようになった。 

・空き家バンクを利用した若者移住が少ない。 

・移住後のサポート体制が不足している。 

空き家情報バンク（利用移住者数） 
H25～H29 累計：37 人 

人口動態増減数 
H25～H29 累計：△37 人 

若者を主体としたわくわく団体数 
Ｈ30：２団体 

市民意識調査「住み良さ満足度（40歳代以下）」 
Ｈ26：47.8％ Ｈ28：55.6％ 

子どもを育成するわくわく団体数 
Ｈ30：１団体 

空き家情報バンク（子育て移住世帯数） 
Ｈ25～Ｈ29 累計：４世帯 

①地域ぐるみで子どもを支

える雰囲気になっている 

②小原で子育てしたいと

思える地域になっている 

△ 

・子どもを対象にした地域行事が行われて

いる。 

・子育て世帯への支援策や自然の中で子

どもが遊べる場所が少ない。 

将
来
像
２ 

①支え合いにより地域行

事が続けられている 

②性別や世代間を超えた

住民同士の交流機会が

ある 

〇 
・集まる機会の地域差はあるものの、住民

が協力し合って行事が続けられている。 

市民意識調査「地域活動への参加意欲」 
H26：52％ H28：73.6％ 

市民意識調査「住み良さ満足度」 
H26：57％ H28：62.2％ 

市民意識調査「定住意識」 
H26：64％ H28：77.4％ 

地域自治システムアンケート「地域への誇りと愛着」 
H26：75％ H29：80.4％ 

ふれあいサロン数 H29：14 か所 

森づくり会議・団地化数 
 H29 時点：会議数 ９会議／14 団地 

わくわく事業数 
 H26：12団体 H30：12団体 

①山林や農地が維持され

ている 
△ 

・荒廃した山林や耕作放棄地が増えてお

り、里山らしくない。 

・一部は手入れされているが、不在地主が

多くなってきている。 

①個人や団体により暮らし

やすくするためのまちづ

くりが進められている 

〇 

・制度（支障木伐採、防犯灯設置、不

法投棄パトロールなど）を活用しつつ行

動に移す人が増えた。 

・協力して良くしようとする動きが起きている。 

将
来
像
３ 

①様々な地域資源を把握

し魅力の発信ができて

いる 

②小原を訪れる人が増え

ている 

△ 

・マルシェなど一部は進めているが、出来る

ことはまだあり、地域資源が生かされてい

ない。 

・魅力ある地域資源の把握・発信・活用が

できていないため来訪者が増えていない。 

観光客数（年間）／四季桜まつり、寿
楽荘、緑の公園、和紙のふるさと 

H25：237,867 人 H29：221,546 人 

四季桜まつり入込客数 

H25：138,453 人 H29：131,793 人 

歌舞伎サポーター数 

Ｈ25：246 人 Ｈ29：275 人 

四季桜まつり出展者数 

Ｈ25：22 店 Ｈ29：17 店 

①小原を体感（観る、触れる、味

わう）できる観光メニュー

が増えている 

②地域経済が活性化して

いる 

△ 

・一部の体験メニューは充実しているが、あ

まり進んでいない。 

・地域経済が活性化している実感はない。 

・お土産等を取扱う商店の減少により、商

品開発の活性化に繋がっていない。 

前期計画【2014～2018 年度（5年間）】の総括 

評価／◎かなり見られる、〇少し見られる、△ほとんど見られない、×全く見られない 



- 5 - 

 

 

～ 後期計画の策定に向けて ～ 

後期計画の基本的な考え方 

前期計画[2014～2018年度]では、対策すべき11の課

題分野と 15 項目の取組を進めてきました。小原地域会議

では、これまでの事業の実績や効果、活動団体へのヒアリン

グ結果、地域の状況、アンケート結果などを踏まえ前期計

画を総括し、その内容を後期計画[2019～2023年度]に反

映させました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

～ 後期計画策定に向けた取組内容の見直し ～ 

後期計画の３つのポイント 

後期計画[2019～2023 年度]では、前期計画事業の考

え方を継承しつつ地域の状況などを踏まえ「担い手の増加・

育成」「地域力の維持」「地域資源（ヒト・モノ・コト）の活用」の

３つの視点を重要視し、関連する分野の取組の強化や見直

しを行いました。 

この３つの分野を計画の柱とすることで、地域の担い手と

なる人材を増やしつつ地域の力を結集し、既にある『ヒト、モノ、

コト』を生かしながら、目指す将来像である「地域ひとづくり」

「豊かな暮らし環境づくり」「魅力ある地域づくり」を進めていき

ます。 

 

 

 

～ 目標実現に向けての重点 ～ 

後期5か年の重点施策 

後期計画[2019～2023年度]では、計画策定過程の中で、

特に力を入れるべき４つの取組内容を重点施策として位置

付けました。小原地域会議では、この重点施策を円滑に進め

るための新たな仕組みや事業の検討を進め、地域の様々な

主体が実践しやすい環境整備を進めます。 

各種 

取組の推進 
地域力 

の維持 

地域資源 

の活用 

担い手の 

今後のまちづくりの展開イメージ 

３つのポイントを中心に各種の取組
を総合的に進める 

後期計画【2019～2023 年度（5年間）】の考え方 

前期計画から継承した考え方 

①若者が住みたくなる地域、子育てしたくなる地域づくりを進める。 

②暮らし環境を守り、お互いが支えあう地域社会

づくりを進める。 

③地域資源の魅力を磨き、連携させ、観光交流

を促進させる。 

前期計画  総括 

～ 今後に向けての課題 ～ 

◆若者や子育て世代の移住促進 

◆荒廃した農地・山林の拡大防止 

◆地域資源 の把握や活用

◆地域経済の活性化 

対応策
反 映 

新たな 

地域課題 

後期計画 策定 
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～ 前期 5 か年を終えて ～ 

小原地区のまちづくりの振り返り 

小原地区のまちづくりは、少しずつですが、

着実に前進しております。 

小原地区の各所では、集落ぐるみの活動や

自主グループの活動など、地域住民の皆さん

による貢献性の高い様々な活動が積極的に

進められており、こうした動きが小原地区全体

に広がりつつあります。その結果、少しずつです

が、行動に移す人の増加や地元への愛着を

持つ人の増加につながっております。 

 

～ まちづくりの合言葉 ～ 

『WE LOVE おばら』の実践 

「地元を良くしたい」という思いは、まちづくりの原動力です。今後の

小原地区のまちづくりを加速させるためには、地域の全ての人々が共

通して「小原を良くしたい」という思いを持ち、それぞれが協力して無

理なく、できることから実践することが大切です。 

後期計画[2019～2023 年]の実践に向けては、「WE LOVE お

ばら」を合言葉に掲げ、誰もが自慢でき誇れる小原を築きましょう。 

 

～ 後期計画の推進 ～ 

目標実現に向けた取組の実践 

各種取組の実践に向けては、地域（住民、集落、各種団体

等）と行政との役割分担のもとで、わくわく事業や地域予算提

案事業のほか、既存の仕組みや制度を活用するなどして、そ

れぞれが知恵と工夫を凝らしながら取組を進めます。 

また、小原地域会議では、この計画を基に効果的な事業や

仕組みづくりを進めていきます。 

 

～ まちづくりの進捗確認 ～ 

おばらみらいプランの進捗管理 

後期計画の策定に向けては、様々な分野で活動している団

体へのヒアリングを実施し、活動の様子や抱える課題などをお聞

かせいただきました。小原地域会議では、関連事業の進捗状況

や定期的に各種団体の活動状況を確認しつつ、進むべき方向

性を地域住民の皆さんと共有しながら後期計画の各取組内容

の進捗管理を行ってまいります。 

 

75 80.4 
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H26 H29

地域への愛着や誇り意識 

「持っている」「どちらかといえば持っている」の合計 
※地域自治システム評価アンケート結果 

54.1 52 

73.6 

0

20

40

60

80

100

H23 H26 H28

地域活動への参加 

「よく参加している」「時々参加している」の合計 

※市民意識調査結果 

住民アンケートの結果 

小原     

「WE  LOVE おばら」を 

みんなで実践しよう！ 
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◎まちづくりの基本理念（地域住民が共有するまちづくりの根本的な考え方） 
 

～踏み出そう みんなの力で～ 

みんなの和で 元気な暮らし 未来につなぐ 里山おばら 
自然や文化が豊かで、心温かい人が暮らす小原地域が、子どもたちが大人になった時代

も元気であるように、地域住民みんなが協力して、まちづくりに取り組みましょう。 

 

 
 
 

◎まちづくりの方向性（目指す３つの将来像） 
目指す将来像 目指す状態 

①子どもが伸び伸びと育つ安

心で住み良い里山（地域ひ

とづくり） 

◎空き家や空き地の活用などの定住対策や、移住者に対するサポー

ト体制の充実により、若い世代の移住が進み地域の担い手として

活躍している状態 

◎子育て世帯間の交流や子ども主体の取組など、子どもが元気で伸

び伸びと暮らすことを地域ぐるみで応援しており、小原で子どもを育

てたいと感じることができる状態 

②人と自然が共生した暮らしや

すく豊かな里山（豊かな暮ら

し環境づくり） 

◎住民同士の支え合いの中で地域行事が続けられており、こうした

機会が世代間を超えた交流の場になっている状態 

◎山林や農地に人の手がしっかりと入った美しい里山風景が広がり、

様々な自然の恩恵を受けることができる持続可能な環境が保たれ

ている状態 

◎地域住民一人ひとりが山里小原での暮らしに愛着を持って、より

暮らしやすくするためにまちづくりに取り組んでいる状態 

③観光交流を地域の元気につ

なげる活力ある里山（魅力

ある地域づくり） 

◎自然や文化、芸術など小原にある様々な地域資源（ヒト、モノ、

コト）の把握・発信ができており、国内外問わず多くの人が小原を

訪れている状態 

◎小原の歴史や伝統、暮らし・文化に触れる観光メニューの充実に

より、観光客や地域住民による地域内消費が活発となり、新たな

雇用やビジネスが生まれている状態 

 

おばらみらいプラン基本構想 
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◎おばらみらいプランの全体像 
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地域ひとづくり 
 
 
 
 

子どもが伸び伸びと育つ 
安心で住み良い里山 

豊かな暮らし環境づくり 

 
 
 
 
 

人と自然が共生した 
暮らしやすく豊かな里山 

魅力ある地域づくり 
 
 
 
 

観光交流を地域の元気に 
つなげる活力ある里山 

基本理念 
目指す将来像 後期基本施策 後期重点施策 

 
持続可能な 

地域力の保持 

 

 

健康習慣の普及 

地域力による暮らしの 

安心づくり 

 

 

 

 

 

 

 
小原ならではの 

戦略的観光事業 

の実践 

四季桜とモミジの維持管理

体制の整備 

地域資源を活かした 

観光商品の開発 

 山村の強みを生かした 

移住 の推進 

おばら暮らしの愛着の向上 

地域ぐるみで子どもの 

成長を育む環境の充実 

まちづくり団体と担

い手リーダーの 

育成強化 

基本構想 
2014～2023 年度（10 年間） 

後期計画 
2019～2023 年度（５年間） 

おばらみらいプラン全体像 
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～ 地域ひとづくり ～ 

子どもが伸び伸びと育つ安心で住み良い里山 

＜目指すまちの姿＞ 

◎空き家や空き地の活用などの定住対策や、移住者に対

するサポート体制の充実により、若い世代の移住が進み

地域の担い手として活躍している。 

◎子育て世帯間の交流や子ども主体の取組など、子ども

が元気で伸び伸びと暮らすことを地域ぐるみで応援して

おり、小原で子育てしたいと感じることができるまちになっ

ている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期計画【2019～2023 年度】 

目指す将来像１ 

【大平自治区 若者定住促進の取組】 

空き家情報バンク用の物件として、地域による空

き家片付け大作戦が行われました。こうした取組が

進められた結果、空き家情報バンクの課題であった

新たな物件の発掘が進みました。 

 

17 

57 

20 
12 14 

49 

139 

52 
28 22 

0

50

100

150

世帯 

20世帯 

40世帯 

60世帯 

小原 旭 足助 下山 稲武 

成約数 

移住者 

成約数 移住者数 

空き家情報バンク地区別成約実績（H22～29年度） 

実践事例の紹介 

【わくわく事業団体 小原宴火の活動】 

若者のグループによる手筒花火隊が結成され、

おばら夏まつりや地域のお祭り、成人式でも会場

を盛り上げています。こうした若い人たちの活気

が、小原を元気にしています。 

小原地区では、これまでに空き

家情報バンク制度を活用して17

世帯49人の移住がありました。 

平成 30年度は、新規物件の発

掘が進み、過去最高の8世帯16

人の移住がありました。 

 

取組実績の紹介 



- 10 - 

 

 

【背景】 

・各種団体の活動が、地元住民に広く知られていない。 

・わくわく事業卒業後は、継続して活動する団体が減少して

いる。また、活動団体同士の連携が図れていない。 

・地域を引っ張っていく次代のリーダー的な人材が育ってい

ない。 

・一方で、わくわく事業団体に限らず、地域課題の解消に取

り組む自主的な団体が多く存在している。 

 

重点施策  

まちづくり団体と担い手リーダーの育成強化 

持続可能なまちづくりの推進に向け、小原地区の課題解決に取り組む団体や人材の育成のほか、団体同

士の連携強化や仲間づくりの取組を進めます。 

目的 地域が一体となって活動する意識の醸成を図ること。 

内容 

①若者を主体としたグループによる活動を支援し、同世代が移

住したくなるまちの雰囲気づくりを進めます。 

②地域住民がまちづくり団体の活動を知り、体感できる取組を

進めます。 

③地域に貢献するまちづくり団体の活力やノウハウ（知識・技

術・経験）を幅広くまちづくりに生かせるようにし、地域課題

の解消を図ります。 

④まちづくり団体同士が集まって情報交換する（仮称）まちづくりリーダーサミットを開催するなど、団体

相互の連携や新たな取組につなげる環境づくりを進めます。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

〇 
地域・各種活動団体による実践 

支所 

◎ 

支所・地域会議による仕組みづ

くり 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業 など】 

・わくわく事業地域ルールの見直し 

・わくわく事業をきっかけとしたまちづくりへの参画 

・データベース化したまちづくり活動情報の活用  ・（仮称）豊田おばらＰＲ隊＊１の創設 

・学生ボランティアの活用               ・（仮称）まちづくりリーダーサミット＊２の開催

■課題解決に取り組むまちづくり団体が増加している 

わくわく事業団体数 

12 団体 ⇒ 15 団体 

■地域が一体となったまちづくり活動が充実している 

55.4％ ⇒ 65％以上 

目指す将来像１ 子どもが伸び伸びと育つ安心で住み良い里山 

＊1（仮称）豊田おばらＰＲ隊：小原の魅力やまちづくりの状況を PR する組織  ＊2（仮称）まちづくりリーダーサミット：様々な活動団体同士が集まり情報交換する場 
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【背景】 

・豊かな自然があり都市部からも近い距離にある「ほどよい田

舎」であるが、過疎化により地域の担い手が減少している。 

・空き家は増加しているが、所有者は空き家の提供に消極的で

ある。空き家情報バンクを利用した若者移住者が少ない。 

・子育て世代が移住しやすい環境整備が進んでいない。 

・一方で、若者主体の組織が立ち上がり、活気が出てきた。 

・地域主体による空き家見学会が開催されるようになった。 

 

基本施策  

山村の強みを生かした移住（ＩＪＵターン）の推進 

移住者を受け入れる体制の強化や小原での暮らしの情報発信、移住したくなる雰囲気づくりを進めるなど、

地域特性を活かした定住対策を総合的に展開します。 

目的 将来の地域を担う若者世代の移住者を増やすこと。 

内容 

①定住促進に関する交流イベントや若者たちによるにぎわいづくりなど、

移住希望者と地域がつながる取組を進めます。 

②小原ならではの暮らしの情報や定住情報の発信を充実します。  

③物件見学会や空き家リフォーム塾の開催など、空き家や空き地を活

用した定住対策の充実を図り、小原が移住先としての有力な候補と

して選択されやすいようにします。 

④移住後の地域との関わり状況を適宜把握し、地域ぐるみでサポート

するなど、移住者を受け入れるための意識の醸成を図ります。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

定住促進会、ようこそ小原委員会、
地域や若者会グループによる移住
者の受入 

支所 

〇 

支所・地域会議による移住者受

入の仕組みづくり 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業など】 

・空き家・空き地情報バンク制度の活用（子育て世帯に特化した受入体制の整備、空き家や空き地の登録促進） 

・未利用市有財産の活用 

・定住促進サポート事業【地域予算提案事業（定住イベントの実施）】 

・おばらのじかん【地域予算提案事業（様々な情報発信ツールを活用した魅力発信）】 

・（仮称）田舎暮らし塾＊1の開催や小原暮らしコンシェルジュ制度＊2の創設

■子育て世代の移住世帯数が増加している 

0.8 件/年 ⇒ 3件/年 

■社会増減による人口減少が抑制されている 

△7.4 人/年 ０人/年 

目指す将来像１  ～ 地域ひとづくり ～ 

＊1（仮称）田舎暮らし塾：おばらでの暮らしを紹介する体験交流会  ＊2（仮称）小原暮らしコンシェルジュ制度：おばらでの暮らしを案内する仕組み 

 

取組分野 

定住促進 
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【背景】 

・小原地区には、魅力的な地域資源（ヒト、モノ、コト）が多く

あるものの、当たり前すぎて地元住民には知られていな

いことも多い。 

・若い世代が郷土を知る・学ぶ機会が少ない。 

・一方で、小中学校では地域とのつながりを大切にした授業

が行われている。 

・小原出身者の多くが、ふるさと小原に関心を持っている。 

 

基本施策  

おばら暮らしの愛着の向上 

小原にある地域資源（ヒト、モノ、コト）の情報を、地域住民みんなで共有し活用できるようにするほか、子ど

もや若者が小原の歴史や文化、地域活動などを学ぶ機会を増やします。 

目的 小原の事を考え行動する人や地元への愛着を持つ人を増やすこと。 

内容 

①小中学校の児童生徒が小原の事を調べた成果を発表する機

会を増やし、地域住民と共有します。 

②小原の過去の刊行物（資料）を刷新し、地域住民が活用で

きるようにします。 

③住民が撮影した写真や取材記事などを、情報発信に活用して

いきます。 

④地域のお年寄りから「昔の小原」についての話を聞く「聞き書き」

を実施し、当時の様子を資料としてまとめます。 

⑤子どもや若者に郷土の文化を伝える活動グループの取組を支援します。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

△ 

地域・小中学校・各種活動団体 
による事業協力 

支所 

◎ 

支所・地域会議による実施内容

や仕組みづくりの検討 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業など】 

・わくわく事業を活用した地域文化の継承活動 

・様々な広報媒体を活用した情報発信（おばらのじかん【地域予算提案事業】やおばらだよりの活用） 

・まちづくり発表会などでの小中学校の発表機会の拡大     ・住民が集めた写真や資料の共有・活用 

・訪問サポーター【地域予算提案事業】と連携した聞き書きの実施  ・各種刊行物資料の刷新とデータベース化  

・地域と学校との連携強化（地域学校共働本部との連携）       ・（仮称）子ども地域会議制度＊1の創設 

・小原歌舞伎伝承事業での後継者育成              

 

取組分野 

定住促進 

■郷土の歴史・文化に誇りや愛着を持っている若い

世代の割合が増加している 

子どもが伸び伸びと育つ安心で住み良い里山 

＊1（仮称）子ども地域会議制度：子どもが提案した内容をまちづくりに反映される仕組み 
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【背景】 

・交流館講座や子育て支援センターなど、子どもの居場所づ

くりの取組が充実しているが広く知られていない。 

・母親同士が交流できる機会が不足している。 

・子どもが外に出て自然の中で遊べる場所が少ない。 

・一方で、学校や子ども園で、地元住民を講師とした昔の遊

びや外遊びを伝承する機会がつくられているほか、住民グ

ループによる読み聞かせが行われている。 

 

基本施策  

地域ぐるみで子どもの成長を育む環境の充実 

各年代が子どもと交流できる機会を創出するとともに、学校と地域との連携強化により、地域ぐるみで子ども

を育てる取組を進めます。 

目的 安心して子どもを育てられる地域環境を築くこと。 

内容 

①子どもや保護者が交流する機会を増やします。 

②昔の遊びなどを通じて地域のお年寄りと子どもが交流する取

組を進めます。 

③地域全体で学校行事を応援するなど、地域学校共働本部

と連携し、地域と学校が共働で活動する機会を増やします。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

コミュニティ・スクール・地域による企
画・実践 

支所 

△ 
支所による活動協力 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業など】 

・子ども見守り活動の継続（交通安全推進協議会活動） 

・地域と学校との連携強化（地域学校共働本部との連携） 

・放課後児童クラブ運営の継続 

・【再掲】（仮称）子ども地域会議制度の創設 

・【再掲】小原歌舞伎伝承事業での後継者育成 

・わくわく事業を活用した子どもの居場所づくり（遊び場づくり、昔遊び伝承講座の実施など）   

取組分野 

子育て・子育ち 

■子どもと関わる活動への地域住民の参加が進んで

いる 

37.7％（Ｈ28） ⇒ 45％以上 

■子どもを産んで育てられる環境が充実している 

21.7％ ⇒ 30％以上 

目指す将来像１ 子どもが伸び伸びと育つ安心で住み良い里山 
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～豊かな暮らし環境づくり ～  

人と自然が共生した暮らしやすく豊かな里山 

＜目指すまちの姿＞ 

◎住民同士の支え合いの中で地域行事が続けられており、

こうした機会が世代間を超えた交流の場になっている。 

◎山林や農地に人の手がしっかりと入った美しい里山風景が

広がり、様々な自然の恩恵を受けることができる持続可能

な環境が保たれている。 

◎地域住民一人ひとりが山里小原での暮らしに愛着を持っ

て、より暮らしやすくするためにまちづくりに取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期計画【2019～2023 年度】 

事 業 分 類 H26 H27 H28 H29 Ｈ30 

①保健、医療、福祉の推進 1 1 1 2 2 

②伝統、文化、スポーツの振興 2 2 2 2 5 

③安心・安全な地域づくり 0 0 2 1 1 

④生活環境改善、景観づくり 自然環境保全 8 5 2 3 2 

⑤子どもの健全育成 1 1 1 0 1 

⑥地域特性を生かした産業振興 0 0 0 0 1 

⑦地域づくりに有効な助言や提案を受けるための事業 0 0 0 0 0 

⑧その他個性豊かな住みよい地域社会を構築するための事業 0 0 0 2 0 

事業件数（件） 12 9 8 10 12 

うち新規団体数 2 0 4 2 3 

 

目指す将来像 ２ 

【わくわく事業団体 里山 和の取組】 

里山 和（平畑町）では、都市部の企業のボランティア

の応援を得て矢作川河川敷の竹林の伐採や花木の植栽な

ど、都市部の活力を活かした取組が進められています。 

こうした都市部の活力を活かした取組は、 

今後の小原地区のまちづくりの先進事例 

となっています。 

実践事例の紹介 

取組実績の紹介 

【わくわく事業団体による 健康づくりの取組】 

城山元気会（市場町）やチャレンジ大平（大平町）、

大坂カラダ塾（大坂町）では、毎月定期的に集会場に

集まり、脳トレーニング、ストレッチ、筋力トレーニ

ングなど、住民の健康づくり活動を行っています。 

小原地区では、わくわ

く事業を活用して、住

民グループ主体による

様々な分野の取組が進

められており、こうし

たまちづくり 

の輪が広がって 

います。 
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【背景】 

・地域の担い手が減少し、地域活動の実施が困難な状況に

なりつつある。 

・集落によっては役が増えている。やる人も固定されている。 

・役員交代により課題が上手く引き継がれておらず改善まで

には至らない。 

・一方で、都市部の企業やボランティアの協力を得て環境整

備などを行っている集落もある。 

 

重点施策  

持続可能な地域力の保持 

人口減少社会を見据え、各地域がそれぞれの事情にあった運営方法をみんなで考え、実践できるように

するほか、地区内外で活動する各種団体や企業の活力をまちづくりに生かした取組を進めます。 

目的 住民同士の支え合いの中で地域課題の解消を図ること。 

内容 

①自治区・町内会と連携して地域行事や運営体制などの現

状を整理した「（仮称）地域運営カルテ」を作成し、地域

運営の継続に向けた検討を支援します。 

②都市部のボランティア団体や企業が地域活動を応援する仕

組みの検討を進め、実践します。 

③わくわく事業がより活用されるよう運用方法の見直しを進めま

す。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

自治区や町内会組織による運
営体制の整理・検討 

支所 

〇 

支所・地域会議による（仮称）地
域運営カルテの内容検討、地域
への支援 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業】 

・わくわく事業地域ルールの見直し 

・活動団体同士の連携の促進、活動団体のノウハウのまちづくりへの活用 

・地域運営の現状整理支援（（仮称）地域運営カルテ＊1作成） 

・集落活動応援隊や都市部企業の社会貢献活動の活用（おいでんさんそんセンターの活用） 

 

取組分野 

■自治区・地域活動に参加している人の割合が維

持されている 

73.6％⇒現状維持（73.6％以上） 

目指す将来像２ ～ 豊かな暮らし環境づくり ～ 

＊1（仮称）地域運営カルテ：人口や世帯数、地域の行事など、各地域の状況をまとめた資料 
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【背景】 

・山林の荒廃化が進み、人が入り辛くなっているほか、山へ

の関心が希薄になりつつある。 

・森づくり会議や団地化事業が進められているが、小原地区

での普及は進んでいない。不在地主も多くなってきている。 

・一方で、わくわく事業でシデコブシの保全整備された里山

もあり、多くの人に山林に関心を持ってもらう取組が進め

られている。 

 

重点施策  

親しみある里山林づくりの推進と保全 

森づくり会議や団地化による人工林間伐の推進など、既存の制度を活用して森林整備を進めるほか、森林

にふれあうことができる取組を進めます。 

目的 多様な機能を有する森林の保全及び里山林に関心を持つ市民を増やすこと。 

内容 

①森づくり会議や団地化を推進し人工林の間伐を進めます。 

②森林資源の利活用に関する勉強会を開催するなど、間伐の

促進や木材の効果的な活用方法の検討を進めます。 

③野生キノコの講習会や山遊びイベントの開催など、里山林に

触れ合い親しむことができる機会づくりを進めます。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

森林所有者・各種団体による実
践 

支所 

〇 

支所・地域会議による（仮称）お
ばら版木の駅プロジェクトなどの
仕組みづくりの検討 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業など】 

・森づくり会議・団地化の推進 

・都市部企業等と連携した植林 

・（仮称）おばら版木の駅プロジェクト＊1の検討 

・他地区との情報交換の実施や事例把握 

・わくわく事業を活用した教室や催しの開催 

（観察会、山遊び、間伐講習、野生キノコ講習会、トレース整備・ラリー競技など）   

取組分野 

里山保全 

■森づくり会議・団地化が増加している 
9 会議 14団地化（Ｈ29）⇒現状以上 

■各種団体等により里山林に親しむ活動が実

施されている 

人と自然が共生した暮らしやすく豊かな里山 

＊1（仮称）おばら版木の駅プロジェクト：出荷された木材（間伐材）に価値が生み出される仕組み 
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【背景】 

・農家の高齢化や後継者不足に伴い耕作放棄地が増加して

いる。耕作放棄地解消に向けた取組を進めているが再生

利用までは至っていない。 

・依然として獣害被害が多い。 

・地域のお年寄りの農業スキルが継承されていない。 

・一方で、ブランド米（おばら四季桜米）ができたことで、農家

のモチベーションアップにつながっている。 

 

基本施策  

持続的な営農体制の整備と「たのしむ農」の普及 

地域営農の組織化や体制づくりの検討を進めるほか、専業から趣味的な農業を楽しむ人まで、農業を実践

する人を増やす取組を進めます。 

目的 耕作している既存の農地を維持すること。 

内容 

①おばら米のブランド化により小原産のお米の品質と価値を高め、農家の

『やりがい意識』や『はりあい』づくりを進めます。 

②獣害対策に関する各種支援制度や有効手段の情報を収集し、情報

提供するなどして集落ぐるみによる獣害対策の実施を支援していきます。 

③気軽に農業を学べ体験できる機会を増やし、趣味で農業をしてみたい

人を増やしていきます。 

④小原地域営農協議会の取組に協力し地域営農の組織化や体制づくり

の検討を進めます。 

⑤都市部の住民や企業を対象に遊休農地を活用した農業体験や交流

事業の実施に向けた検討を進めます。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

農家・小原地域営農協議会など
による集落営農の組織化の検
討、ブランド米の生産・販売 

支所 

〇 

支所・地域会議による農業体験
や交流事業などの実施支援 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業など】 

・おばら米ブランド基準やこよみの周知、会員農家の拡大、販売促進 

・おいでん・さんそんセンターと連携した都市部の企業等の社会貢献活動の受入 

・耕作放棄地整備支援事業【地域予算提案事業】      ・他地区の事例の把握、情報交換の実施 

・小原営農協議会での集落営農の検討      ・農業体験や教室の開催、（仮称）貸山里＊1の検討・実践 

・獣害対策関係制度の活用促進          ・グリーン畦畔＊2の実施検証 

取組分野 

■耕作放棄地の拡大が防止されている 

278ha⇒現状維持  

■農地を活用した教室や農業体験が実施され
ている 

目指す将来像２  ～ 豊かな暮らし環境づくり ～ 

＊１（仮称）貸里山：農地や森林を貸出し里山に親しんでもらう仕組み  ＊2 グリーン畦畔：農地の畦畔に芝を植栽し草刈作業の負担を軽減させる取組 
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【背景】 

・豊田市平均に比べ小原地区では運動習慣や生活習慣の改

善意識が低い傾向にある。 

・小学生以下の子どもの肥満率やう歯有者率が高い。 

・スポーツ推進員やヘルスサポートリーダーによる健康づくり

の取組が積極的に行われている。 

・各所では、元気アップ教室やふれあいサロンが積極的に

行われている。 

 

基本施策  

健康習慣の普及 

子どもからお年寄りまで、誰もが楽しく気軽に健康づくりにチャレンジできる環境整備を進めるとともに、健康

づくりに取り組む各活動団体との連携した普及活動を展開します。 

目的 住民一人ひとりの健康意識を高めること。 

内容 

①スポーツ推進員と連携し、子どもからお年寄りまでが一緒に

楽しめる運動や誰もが参加できる体力測定を実施します。 

②ふれあいサロンの代表者情報交換会を開催し、抱える課題

やその解決策の情報共有を図ります。 

③ヘルスサポートリーダーと連携した教室の開催など、食と健康

についての普及活動を進めます。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

各種健康づくり団体による企画
検討・実践 

支所 

△ 

支所・地域会議による側面支
援、団体や大学連携の仕組み
づくりの検討 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業など】 

・体力測定対象者の拡充（大学と連携した測定結果の分析・助言） 

・ふれあいサロン代表者意見交換会の開催、サロン開催の支援 

・ヘルスサポートリーダーとの連携・活動支援           

・スポーツ推進員との連携 

・健康づくりのわくわく団体との連携 

・幅広い世代が参加できるニュースポーツの実施（ボッチャなど）

取組分野 

健康づくり 

■健康な人の割合が増加している 
市民意識調査 

81.1％（Ｈ28）⇒現状維持（81.1％） 

人と自然が共生した暮らしやすく豊かな里山 
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【背景】 

・全国各地でゲリラ豪雨や土砂災害が頻発しているほか、こ

の地域では東南海地震の発生が懸念されている。 

・毎年９月１日には、小原地区内各所で地域ぐるみによる防

災訓練の実施が継続されている。 

・近年、不審者の発生や振り込め詐欺などが発生している。 

・地域住民による登下校時の子どもや高齢者世帯の暮らしの

見守り活動が行われている。 

 

基本施策  

地域力による暮らしの安心づくり 

住民相互のつながりや支え合いにより、防災・防犯対策の取組の推進を始め地域の子どもやお年寄りの見

守り活動を進めます。 

目的 安心して暮らせる地域づくりを進めること。 

内容 

①土砂災害や地震災害に備えた訓練を開催するなど、消防団や自

主防災会と連携して地域の防災体制の強化と地域住民の防

災・減災意識の向上を図ります。 

②独居世帯や高齢者世帯への訪問活動など、民生児童委員や訪

問サポーターと連携してお年寄りの暮らしの不安を解消します。 

③地域による通行支障木の伐採や防犯灯設置、地域の見守りパ

トロールの継続実施など、子どもたちが安心して通学できる環境づ

くりを進めます。 

④地域の不法投棄パトロール隊と連携し、ゴミの不法投棄防止を進めます。 

⑤地域と連携し、おばら桜バス利用者のニーズに合ったバス停の設置や利便性向上の取組を進めます。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

地域や各種活動団体（消防団、
民生児童委員、不法投棄パトロ
ール隊など）による実践 

支所 

△ 

支所・地域会議による活動への
側面支援 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 
 

【主な取組手法や事業など】 

・毎年 9/1 の防災訓練の継続実施      ・通行支障木の伐採【地域予算提案事業】  

・災害に備えた新たな訓練会の検討       ・不法投棄パトロール活動 

・要支援者への見守り支援           ・おばら桜バスの運行維持や利用促進策の実施 

・ささえあいネットの普及促進 

・訪問サポーターの普及、独居世帯への見守り活動 【地域予算提案事業】  

取組分野 

暮らしの安心 

■防災訓練参加者が増加している 

56.6％（Ｈ28）⇒60％以上 

■良好な近所づきあいが続いている人の割合 

69.8％（Ｈ28）⇒70％以上 

目指す将来像２ 人と自然が共生した暮らしやすく豊かな里山 
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 ～ 魅力ある地域づくり ～ 

観光交流を地域の元気につなげる活力ある里山 

＜目指すまちの姿＞ 

◎自然や文化、芸術など小原にある様々な地域資源（ヒト、

モノ、コト）の把握・発信ができており、国内外問わず多く

の人が小原を訪れている。 

◎小原の歴史や伝統、暮らし、文化に触れる観光メニュー

の充実により、観光客や地域住民による地域内消費が

活発となり、新たな雇用やビジネスが生まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す将来像３ 

【四季桜愛護会の取組】 

四季桜愛護会では、平成２５年２月に発足以降、管理方法を

学びながら四季桜のメンテナンス作業を行っています。こうし

た活動が、小原地区のシンボルである四季桜を 

後世につないでいます。 

【おばらマルシェ・４１９市の取組】 

地域の活性化に向け、地域住民グループで『おば

らマルシェ』や『４１９市』が開催されています。

小原産の農産物や手作りの加工品など、小原ならで

はの品物も多く、どちらのイベントも、毎回、多く

の来場者でにぎわっています。こうした取組が地域

の活性化につながっています。 

実践事例の紹介 

四季桜まつりは、平成21年度の約19

万人をピークに来場者が右肩下がりで

減少しています。しかし、平成30年度

は、四季桜の咲が良く天候にも恵まれた

結果、多くの観光客で 

にぎわいました。 

取組実績の紹介 

159,876  

138,453  

153,199  
152,003  

139,643  

131,792  

160,679  

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ H３０ 

四季桜まつり入込客数の推移 単位：人 

後期計画【2019～2023 年度】 
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【背景】 

・四季桜まつりを始め、小原を訪れる観光客が減少している。 

・年間を通じた観光プロモーションと内容の充実が進んでいない。 

・四季桜シーズン以外にも訪れたくなる施策やお金が落ちる仕

組みが不足している。 

・他の観光地と比べ、地域の「おもてなし力」が不足している。 

・一方で、おばらマルシェの開催など、新たな取り組みも進めら

れている。 

 

重点施策  

小原ならではの戦略的観光事業の実践 

年間を通した誘客と小原独自の質の高いおもてなしの取組を進めることで、いく度も訪れたくなる小原のイメージ

を高めます。 

目的 小原を訪れる観光客の増加を図ること。 

内容 

①小原ならではのお土産品や食事（弁当）、体験ツアーなど、小原

独自のおもてなしの取組を進めます。 

②山遊びや川遊びなど、年間を通した観光資源の発掘や、それらを活

用した体験型の観光商品（事業）の企画・実践を進めます。 

③接客やおもてなしに関する勉強会や研究会の開催など、接客力の

向上につながる取組を進めます。 

④イベント内容やおもてなし環境の充実により、四季桜まつりの魅力向上を進めます。 

⑤足助の香嵐渓や旭のシダレモモなど、他地区の魅力的な観光事業と連携した取組を検討し、観光

客の満足度アップを図ります。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

観光協会・地域事業者（お店）、
各種団体などによる実践 

支所 

〇 

支所・地域会議による観光資源
活用に向けた仕組みづくり 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業 など】 

・さくら山施設（川見・雑敷）活用プランの策定【地域予算提案事業】 

・おもてなし力向上に向けた勉強会や研究会の開催 

・他地区との情報交換と連携事業の検討 

・おばらマルシェ開催支援【地域予算提案事業】 

・観光資源の調査・活用の検討（ツアー向け弁当の販売、川遊び・山遊びの商品化、SNS の活用など） 

・観光商品化（土産物、弁当、食事、ツアー、体験型のアクティビティ等）の研究や実践者への支援

取組分野 

観光交流の 
促進 

■おもてなしの取組や体験型観光商品化が増
加している 

■観光客の満足度が UP している 

26.6％ ⇒ 50％ 

目指す将来像３   ～ 魅力ある地域づくり ～ 
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【背景】 

・近年、四季桜が老木化し開花が悪くなりつつある。 

・四季桜の剪定・施肥作業など、しっかりとした管理計画がな

く、管理が十分に行き届いていない。 

・一方で、四季桜愛護会により四季桜の名所の愛護活動が

進められている。 

・わくわく事業団体により四季桜の長寿化に関する研究も進

められている。 

 

基本施策  

四季桜とモミジの維持管理体制の整備 

四季桜とモミジの適切な育成と小原全体における管理体制を具現化することで、安定した四季桜の開花と

モミジの色付きを促します。 

目的 四季桜がある美しい風景を保全すること。 

内容 

①小原の名所が保全され毎年安定した風景を楽しめるよう、四季桜と

モミジのバランス良い植樹による持続的な維持管理に向けた管理計

画を策定し実行します。 

②都市部住民による応援隊の結成など、都市部との共働による管理

体制の検討を進めます。 

③育成講座の定期開催など、四季桜苗木生産者を育成するための取

組を進めます。 

④各種団体が実施する四季桜の長寿化や安定的な開花に向けた調

査研究活動を支援します。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

観光協会、愛護会団体、わくわ
く事業団体などによる実践 

支所 

〇 

支所・地域会議による活動の側
面支援 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業など】 

・四季桜愛護会への活動支援 

・わくわく事業を活用した四季桜の保護活動 

・雑敷里山林整備地の四季桜などの植栽活動【地域予算提案事業】 

・都市部ボランティアと連携した植栽・管理（おいでんさんそんセンターと連携） 

・四季桜育成講座の実施 

・維持管理計画の策定【地域予算提案事業】

取組分野 

観光交流の 
促進 

■四季桜とモミジの育成管理計画が策定され、
維持管理されている 

維持管理計画の策定 
 未策定 ⇒ 策定済 

■四季桜とモミジを維持管理する活動が継続的
に実施されている 

愛護会による活動 
４回/年 ⇒ 維持 

 

観光交流を地域の元気につなげる活力ある里山 



- 23 - 

 

 

【背景】 

・和紙や歌舞伎、四季桜以外にも様々な観光資源はあるもの

の活用がされておらず、観光商品化に結びついていない。 

・気軽にできる体験や手軽なお土産品などが少ない。 

・一方で、お菓子やパンを作る人など、小原の中にも知られて

いない人材も多い。 

・外国人観光客が増加しているほか 2020 年豊田国際紙フォ

ーラムの開催もあり、小原独自の商品を広める機会である。 

 

基本施策  

地域資源を活かした観光商品の開発 

地域にある人材やモノのほか既存の行事など、様々な地域資源を活用・連携させ、小原を訪れる人々が

魅力的と感じる観光商品を開発・販売します。 

目的 観光産業の活性化及び魅力向上につなげること。 

内容 

①文化的なノウハウや技術を持つ作家や職人とコラボした観光商品

化の取組を進めます。 

②お菓子やパンなど、既に小原で製造している職人の発掘または実

践する人材を新たに呼び込み「小原自慢の商品」として応援（側

面支援）する仕組みを検討します。 

③地域にある様々な「モノやコト」を体験事業として観光商品化するた

めの研究や勉強会の開催を支援するなど、新たな担い手が商品開

発にチャレンジしやすい環境を整備します。 

④小原の素材以外にも市内の他地区にある優れた素材を活かした融合商品の開発を進めます。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

◎ 

観光協会・地域事業者（お店）、
各種団体などによる実践 

支所 

〇 
支所・地域会議による側面支援 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

 

【主な取組手法や事業など】 

・観光資源開発支援事業（観光協会補助事業）  ・（再掲）おばらマルシェ開催支援【地域予算提案事業】 

・おばらブランド米の普及              ・職人の発掘（人材バンク） 

・（再掲）観光資源の調査・活用の検討（ツアー向け弁当の販売、川遊び・山遊びの商品化、SNS の活用など） 

・（再掲）観光商品化（土産物、弁当、食事、ツアー、体験型のアクティビティ等）の研究・勉強会開催支援   

■コラボ商品の開発販売が増加している 

■四季桜まつり期間中の観光客の消費額が増
加している 

2,314 円（Ｈ29）⇒2,500 円以上 

目指す将来像３   ～ 魅力ある地域づくり ～ 取組分野 

産業振興 
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【背景】 

・和紙のふるさとを訪れる来訪者が年々減少傾向にある。 

・豊田小原和紙の魅力は高いものの地域の産業に結びつい

ていない。 

・一方で、小中学校で和紙に関する授業が行われており郷

土愛の醸成に結びついている。 

・2020 年豊田国際紙フォーラム開催が決定しており、世界

に魅力を発信することが期待されている。 

 

基本施策  

豊田小原和紙の魅力を広めるプロモーション強化 

2020年豊田国際紙フォーラム開催を契機に豊田小原和紙の芸術性とブランド力を更に高めるとともに、来

訪者の受入体制や情報発信を強化します。 

目的 地域文化の向上と観光交流人口の増大を図ること。 

内容 

①コウゾや漆など質の高い小原産材の安定的な生産に向けた研究を進めるとともに、生産拡大に向け

た仕組みづくりを進めます。 

②商品開発や和紙を使った暮らしの紹介など、豊田小原和紙の魅力を発信する地域の人材を増や

し、豊田小原和紙のブランド力向上につながる取組を進めます。 

③工芸作家の育成を図る取組を検討します。 

④豊田小原和紙の魅力や知名度を高めるための情報発信と創作活動への支援を強化し、イメージアッ

プや和紙のふるさと来館者数の増加を目指します。 

⑤他の地域資源とコラボしたメニューや生活に密着した品物の製作など、豊田小原和紙の魅力を活か

した集客力の高い体験メニューの充実を図ります。 

⑥2020 年豊田国際紙フォーラムを契機とした、来訪者のおもてなし体制の充実を図ります。 

 

【役割分担と主な実施主体】 

地域 

〇 

豊田小原和紙工芸会、和紙の
ふるさと運営協議会による取組
の実践 

支所 

◎ 

和紙のふるさと・支所による企
画・取組実践 

※役割分担：◎主体、〇連携、△協力・サポート 

 

【主な取組手法や事業など】 

・2020 年豊田国際紙フォーラムの開催 

・わくわく事業を活用した魅力発信 

・漆、コウゾ栽培・生産と活用           ・後継者育成事業の検討 

・大学との共働による商品開発や情報発信  ・身近な生活用品に活用できる体験メニュー化 など 

取組分野 

和紙文化の 
振興 

■和紙工芸に触れる機会が増加している 
和紙のふるさと入込客数 

⇒  

■和紙工芸の原材料となるコウゾや漆の生産範
囲が拡大している 

コウゾ・漆等栽培面積 
8,500 ㎡ ⇒ 10,000 ㎡ 

観光交流を地域の元気につなげる活力ある里山 
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 資 料 編  
 

◎後期計画策定の経過 

◎後期計画検討に向けたヒアリング協力団体 

◎後期計画策定委員（小原地域会議委員） 

◎【参考資料】おばらみらいプラン前期計画[2014～2018 年度]の主な取組内容のまとめ 

◎地域情報カルテ 

◎自治力見える化カルテ 

 

 

 

■後期計画策定の経過 

第 6期地域会議の作業 

◇前期計画 1５事業の方向性協議、関係団体へのヒアリング 

 ・第 1分科会 前期計画 7事業の協議（8回） 

 ・第 2分科会 前期計画 8事業の協議（7回） 

平成 29 年 6月～平成 30年 2月 

◇後期計画策定のための協議結果の報告 

 ・各分科会協議結果のまとめ 
平成 30 年 3月 

第 7期地域会議の作業 

◇小原地区の現状整理 

 ・前期計画の進捗状況や各種取組状況の共有 
平成 30 年 6月 

◇前期計画の総括作業の実施 

 ・前期計画事業の実績・効果の検証 

 ・目指す将来像の検証 

平成 30 年 6月～8月 

◇後期計画の取組内容の検討 

 ・第 1分科会協議（8 回） 

 ・第 2分科会協議（8 回） 

平成 30 年 6月～平成 31年 12月 

◇後期計画素案の策定、パブリックコメントの実施 

 ・各種関係団体への説明 

 ・全戸を対象としたパブリックコメントの実施／意見数 5件 

平成 30 年 12月～平成 31年 1月 

◇後期計画策定・発表 

 まちづくり 2019 発表会 
平成 31 年 3月 
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■後期計画検討に向けたヒアリング協力団体 

将来像 取組分野 ヒアリング先の協力団体 

将
来
像
１ 

定住促進 

ようこそおばら委員会、小原地区区長会、定住促進委員会、大平自治区若

者定住促進委員会、小原歌舞伎保存会、小原ガイドボランティア、各小中学

校、小原宴火 

まちづくりリーダー育成 ４１９製作所、大平わくわくワークショップ、小原軽トラック市、小原交流館 

子育て・子育ち 
小原交流館、大草子育て支援センター、大平わくわくワークショップ、施設を

利用している保護者、小原地区区長会、定住促進委員会、各小中学校 

将
来
像
２ 

地域支え合い 小原地区区長会 

耕作放棄地の解消 おばら米ブランド化研究会 

暮らしの豊かさの認知

度アップ 
小原交流館 

高齢者の健康づくり 

はっぴー名水会、にこにこフレンド、さくらサロン中、陽だまり会、城山元気会、

小原西ふれあいサロン、小原地区コミュニティ会議スポーツ部会、小原地区

ヘルスサポートリーダー、健康づくりの会、ご縁の会、小原清流会 

水環境の保全 里山 和、永友会 

将
来
像
３ 

観光交流の促進 小原観光協会、小原四季桜愛護会、大洞四季桜を守る会 

産業振興 小原商工会、小原観光協会 

和紙文化の振興 和紙のふるさと運営協議会、小原和紙工芸会 

 

■後期計画策定委員（小原地域会議委員） 

第 6期地域会議委員（平成２８・２９年度）          ◎会長 〇副会長 ◇分科会長  【敬称略】 

〇加藤 章 世戸口 紘 山内 栄 田澤 美代子 

◎加藤 博道 枡岡 千広 間瀬 正行 ◇鈴木 須麻子 

小川 幹夫 山内 裕三 成瀬 勝 鈴木 孝典 

土井 克也 杉田 進洋 ◇山田 敏郎  

第 7期地域会議委員（平成３０年度）             ◎会長 〇副会長 ◇分科会長  【敬称略】 

加知 巨次 〇二村 正明 久名木 浩志 ◇鈴木 孝典 

谷山 義寛 片山 茂夫 ◎間瀬 正行 金子  潤 

◇小川 幹夫 大地 一成 酒井 良二  

伊藤 保孝 中垣 義司 山田 良作  
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【参考資料】 

おばらみらいプラン前期計画[2014～2018 年度]の主な取組内容のまとめ 

 

 

◎地域の担い手創出・U＆I ターン推進事業関連 

☞地域や各団体の取組により、移住者希望者の受け

入れ体制づくりが進められ、移住者増加に繋がった。 

・空き家情報バンクの運用／延べ17世帯、49人移住（H22～29） 

   ※H30 年度（1 月末現在）：空き家の新規登録 5件、成約数 8件 

／空き家片付け補助（上限20万円）創設（H30～） 

・住宅取得費補助金／68 世帯 202 人移住（H20～29年度） 

・市有財産（旧教員住宅）の売却（H29～） 

／遊屋町 2 戸募集中、小原町 1 戸売却済み 

・地域情報誌『おばらのじかん』発行【地域予算提案事業（Ｈ26～）】 

／年３回発行（15号発行）、登録出身者への送付 88 人 

・わくわく活動団体による U ターンイベント実施 

／軽トラあんどんパレード（H26～）、手筒花火の実演（H28～） 

・地域主催による物件見学会（交流会）の開催 

／大平自治区（H28・H30）、小原中自治区（H29） 
 

◎おばら郷土愛育み事業関連 

☞子どもや若者を対象とした各種団体の活動が増え、郷土愛の醸成に繋がった。 

・各種団体による関連事業（わくわく事業ほか） 

／子ども歌舞伎公演（歌舞伎保存会）、ブルーベリー収穫体験（チャレンジ大平）、ソフトテ

ニス教室（ソフトテニス連盟）、軽トラあんどんパレード（あかりの華プロジェクト）、手筒花火（小

原宴火）、ガサガサイベント（里山 和） など 
 

 

 
 

◎集落もやい活動推進事業関連 

☞既存の仕組みや制度を活用し、住民同士の支え合い活動や集落

ぐるみによる地域活動が進められた。 

・訪問サポーターによる高齢者世帯への訪問活動【地域予算提案事業（H22～）】 

／登録サポーター35 人、年間延べ 550～770 回訪問 

・都市部ボランティアの活用 

／集落活動応援隊の受入（岩下町：H26～、三ツ久保町：H29～） 

／大和ハウス工業との河畔整備（平畑町「山里 和」） 

・耕作放棄地整備支援事業【地域予算提案事業（H24～）】  

／延べ 41 町 約 134,000 ㎡解消（重複か所あり） 

・生活道路環境整備推進事業の活用【地域予算提案事業（Ｈ24～）】 

／通行支障木の伐採支援 延べ 62路線、約 16km解消 

／道路堆積土浚渫（側溝浚渫作業等）支援 延べ 14 路線、約 6km解消 

・ゴミの不法投棄防止事業（資材支給）の活用【地域予算提案事業（Ｈ24～Ｈ28）】 

／パトロール隊結成１１自治区 17 隊、パトロールの継続実施 

将来像
１ 

子どもが伸び伸びと育つ安心で住み良い里山 

将来像
２ 

人と自然が共生した暮らしやすく豊かな里山 
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小原地区 空き家情報バンク・住宅取得費補助金実績 

空き家片付け大作戦の様子（大平自治区） 

ブルーベリー収穫体験の様子
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◎おばら米ブランド化チャレンジ事業関連 

☞小原産のお米が高い評価を得たことで、農家のモチベーションアップに繋がった。 

・食味コンテスト（食べ比べ）の実施（H27～） 
 ／他のブランド米を抑えて好評価を得る結果（3品種中 1 位） 

・品評会への参加（H28～）／熱田神宮豊年講・県農協中央会共催品評会入賞（H29） 

・品質の統一化に向けた基準や栽培暦の策定（H29） 

・生産・検査・販売体制の構築、「おばら四季桜米」としての販売開始（Ｈ30） 
 

◎みんなで運動習慣普及事業関連 

☞各種活動団体の取り組みにより、健康づくりや運動習慣を考える機会が増え、健康

意識が地域に広まりつつある。 

・健康づくり関連する団体数（Ｈ26～Ｈ30）／わくわく事業 4団体、交流館自主グループ 4団体 

・地域によるふれあいサロンの運営／サロン数 １４か所 

・ヘルスサポートリーダーやスポーツ委員による各種健康事業の実施 など 
 

  

 

 

◎戦略的観光ＰＲ・イメージアップ事業関連 

 ☞県や企業とのコラボ企画により四季桜や小原地区を全

国に発信し知名度アップを図ることができた。 

・県観光 PR事業により「松平健と四季桜のコラボ」PR の実施（H27） 

・四季桜・歌舞伎・和紙の魅力をまとめた動画制作・PR（H28） 

／旅行事業者、番組制作事業者への PR 

・fLOWERS by Naked と連携したプロジェクションマッピングの実施（H28） 
 ・観光施設の多言語看板等の設置、トイレの洋式化、Ｗｉ－Ｆｉ環境の拡充（Ｈ30） 
 ・小原町加茂原神社との連携企画、Ha:mo RIDE 活用（H30） 

・小原マルシェの開催【地域予算提案事業（H29～30】 
／プレマルシェ来場者約 1,800 人 出店者数 30店（H29） 

／第 1回（6月） 来場者数約2,000人 出店者数24店 売上額約８０万円（H30） 

  第2回（12月） 来場者数約1,300人 出店者数25店 売上額約６８万円（H30） 

◎四季桜愛護活動強化事業 

☞四季桜愛護会の発足以降、会員自らが管理手法を学びながら四季桜

のメンテナンスを行っている。また、四季桜まつり出店者も愛護活動に参

加し進められた。 

・四季桜愛護会による愛護活動実施／毎年 3～4回 

・豊田青年会議所による愛護活動への協力／約１０名参加（H26） 

・四季桜・紅葉育成体制構築事業【地域予算提案事業】／川見園地内の樹木診断の実施（H30～） 

◎和紙工芸プロモーション事業  

 ☞豊田国際紙フォーラム開催に向け、国際的にも小原和紙の認知度が

高まりつつある。 

・小原和紙ブランド化事業【地域予算提案事業（Ｈ23～28）】 

／耕作放棄地を活用した楮の生産、加工の研究 

・2020 年豊田国際紙フォーラム開催誘致（Ｈ28～） 
／国際大会（ブラジル・ブルガリア）での小原和紙や豊田大会開催ＰＲの実施 

／2020 年豊田国際紙フォーラム実行委員会発足（Ｈ30）

目標将来像３ 観光交流を地域の元気につなげる活力ある里山 将来像
３ 

観光交流を地域の元気につなげる活力ある里山 

訪問サポーター交流会の様子 

地域ぐるみによる耕作放棄地

の草刈作業の様子 

城山元気会 の

健康づくり活動の様子 

おばら四季桜米の販売の様子 

Ｈ29年度プレおばらマルシェの様子 

2020年豊田国際紙フォーラム実行委員会の様子 

159,876  

138,453  

153,199  

152,003  

139,643  

131,792  

160,679  

120,000

125,000

130,000

135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ H３０ 

四季桜まつり入込客数 
単位：人 

Ha:mo RIDE 
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小原地区まちづくり計画 

おばらみらいプラン後期計画 [2019～2023年度]   

【2019 年 3月発行】 
 

計画策定：小原地域会議  編集：豊田市役所小原支所 

〒470-0592 愛知県豊田市小原町上平 441-1 TEL 0565-65-2001 FAX0565-65-3695 

E メール：obara-shisho@city.toyota.aichi.jp 

 

おばらみらいプランを象徴するロゴマークには、小原地区のシンボルで

ある四季桜の花びらに、様々な表情の顔がデザインされており、みんな

の力をあわせていくイメージを表現しています。 


